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令
和
元
年
（
第
五
回
） 

総
会
開
催
さ
れ
る 

 

 

千
葉
氏
を
語
る
会
の
第
五
回
総
会
は
令
和

元
年
六
月
二
十
三
日
（
日
）
千
葉
市
文
化

セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

定
刻
に
な
り
事
務
局
長
日
向
安
昭
よ

り
、
本
会
会
員
数
は
６
７
名
で
あ
り
、
本

日
の
出
席
者
は
２
８
名
で
委
任
状
に
よ
る

出
席
者
は
１
７
名
合
計
４
５
名
で
過
半
数

の
出
席
に
な
り
ま
す
、
本
会
の
規
約
第
８

条
に
よ
り
会
議
は
成
立
い
た
し
ま
し
た
。 

と
報
告
が
ま
し
た
。
続
い
て
丸
井
副
会

長
か
ら
開
会
の
宣
言
が
あ
り
、
次
に
向
後

保
雄
会
長
よ
り
第
５
回
の
総
会
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
、
ま
す
ま
す
の
活
発
に
行
動

し
て
千
葉
市
の
開
府
九
百
年
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。
そ
し
て
こ
の
後
石
橋
一
展
先

生
の
記
念
講
演
が
あ
る
そ
う
で
す
の
で
大

い
に
勉
強
を
し
て
下
さ
い
。 

 

次
に
来
賓
と
し
て
千
葉
日
報
社
長
大
沢

克
之
助
様
、
千
葉
日
報
会
長
萩
原
博
様
、

千
葉
氏
顕
彰
会
事
務
局
長
鈴
木
雅
一
様
、

千
葉
市
市
会
議
員
小
川
智
之
様
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
佐
藤
芳
雄
幹
事

を
議
長
に
選
出
し
て
議
事
に
入
る
。 

 
 

 
 
 

 

先
ず
第
一
号
議
案
か
ら
第
三
号
議
案
ま 

で
を
議
題
と
し
、
日
向
事
務
局
長
よ
り 

第
一
号
議
案
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
を

資
料
に
基
づ
い
て
説
明
が
あ
り
し
た
。 

続
い
て
鈴
木
会
計
幹
事
よ
り
第
二
号
議

案
平
成
三
十
年
度
収
支
決
算
書
を
資
料
に

基
づ
い
て
説
明
が
あ
り
、
更
に
江
波
戸
監

事
よ
り
第
三
号
議
案
、
前
第
二
号
議
案
収

支
決
算
書
に
つ
い
て
の
監
査
報
告
「
平
成

三
十
年
四
月
一
五
日
会
計
監
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果 

記
帳
簿
及
び
諸
帳
票
の
記
載
整
理
も
適

切
に
処
理
さ
れ
て
お
り
正
確
な
も
の
と 

認
め
ら
れ
ま
す
。
と
い
う
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
議
長
よ
り
以
上
報
告
議
案
第
一

号
議
案
よ
り
第
三
号
議
案
に
つ
い
て
質

問
、
ご
意
見
等
が
御
座
い
ま
し
た
ら
挙
手

を
し
て
発
言
し
て
下
さ
い
。
議
場
か
ら
異

議
な
し
の
声
あ
り
、
そ
れ
で
は
此
の
三
件

の
報
告
議
案
に
つ
い
て
承
認
に
賛
成
の
方

は
拍
手
で
お
願
い
し
ま
す
。
拍
手
多
数
あ

り
。
報
告
議
案
三
件
は
原
案
ど
う
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

議
長
よ
り
次
に
、
協
議

議
案
に
入
り
ま
す
。
議
案
第
四
号
を
議
題

と
し
、
再
び
日
向
幹
事
よ
り
令
和
元
年
度

事
業
計
画
に
つ
い
て
資
料
に
よ
り
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
次
に
議
案
第
五
号
を
議
題
と

し
、
再
度
鈴
木
幹
事
よ
り
資
料
に
基
づ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
議
長
よ
り
以
上

二
件
の
議
案
を
議
題
と
し
、
質
問
、
ご
意

見
の
あ
る
方
は
挙
手
を
し
て
発
言
し
て
下

さ
い
。
議
場
よ
り
異
議
な
し
の
声
あ
り
、

議
長
よ
り
異
議
な
い
も
の
と
認
め
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
た
も
の
と
致
し
ま
す
。 

議
長
か
ら
之
で
本
日
の
総
会
で
の
審
議
事 

項
は
全
て
終
了
致
し
ま
し
た
。
ご
協
力
有 

り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

 
 

な
お
、
引
き
続
き
記
念
講
演
会
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
参
加
下
さ
い
。 
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記
念
講
演 

 

 

千
葉
一
族
、
東
氏
の
動
向
（
要
旨
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

石
橋
一
展 

 

 
 

 今
回
の
話
で
は
、
①
い
わ
ゆ
る
「
六

党
」
の
中
で
も
異
色
の
存
在
で
あ
る
東
氏

を
京
都
と
の
関
わ
り
関
わ
り
か
ら
読
み
解

く
こ
と
、
②
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
南

北
朝
期
や
室
町
期
の
様
子
を
探
る
こ
と
、 

③
東
常
縁
の
動
き
を
史
料
に
依
拠
し
て

整
理
す
る
こ
と
、
を
目
的
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

 

一
、 

東
胤
頼
と
京
都 

 
 

 東
胤
頼
（
一
一
五
五
～
一
二
二
八
）
と

は
ど
ん
な
人
物
か
。
一
言
で
説
明
す
る
と

千
葉
常
胤
の
六
男
で
母
は
秩
父
氏
、
父
か

ら
下
総
東
庄
な
ど
を
譲
り
受
け
、
東
六
郎

大
夫
（
従
五
位
下
任
官
）
と
名
乗
る
人
物

で
す
。
記
録
上
の
初
見
は
『
吾
妻
鏡
』
治

承
四
年
（
一
一
八
〇
）
六
月
二
十
七
日
条

で
、
京
都
で
の
謹
仕
か
ら
関
東
に
戻
り
、

源
頼
朝
と
面
会
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
一
説
に
は
、
そ
の
際
京
都
の
状
況

を
報
告
し
つ
つ
、
頼
朝
に
挙
兵
を
促
し
た

と
い
い
ま
す
。 

で
は
胤
頼
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
京
都

と
つ
な
が
り
を
も
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

『
吾
妻
鏡
』
（
文
治
二
年
一
月
三
日

条
）
や
先
行
研
究
か
ら
考
え
る
と
、
ま
ず

父
の
縁
故
を
辿
り
滝
口
の
武
者
と
な
り
、

妻
の
父
で
あ
る
遠
藤
持
遠
と
い
う
人
物
の

推
挙
で
上
西
門
院
（
後
白
河
天
皇
の
姉
で

准
母
）
に
仕
え
、
そ
の
も
と
で
従
五
位
下

に
任
官
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。 源

平
合
戦
期
か
ら
鎌
倉
幕
府
草
創
期

は
、
政
治
シ
ス
テ
ム
や
文
書
作
成
の
作
成

方
法
に
熟
達
し
た
者
が
東
国
に
少
な
く
、

そ
う
し
た
知
識
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う

胤
頼
は
幕
府
内
で
重
宝
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
父
常
胤
も
上
回
る
従
五
位
下

の
官
位
も
東
国
武
士
の
中
で
は
異
彩
を
放

ち
、
存
在
感
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
千
葉
氏
が
源
氏
に
味
方
し
た
の
は
胤

頼
の
功
績
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
さ

れ
、
頼
朝
も
そ
れ
を
高
く
評
価
し
て
い
た

の
で
す
（
『
同
』
） 

千
葉
氏
が
上
総
氏
の
滅
亡
、
平
氏
政
権

の
崩
壊
と
と
も
に
下
総
に
領
土
を
広
げ
る

と
、
胤
頼
ら
庶
子
も
所
領
を
分
け
与
え
ら

れ
て
い
き
ま
す
。
胤
頼
は
、
時
期
は
不
明

な
が
ら
下
総
国
の
海
上
郡
東
（
橘
）
庄
・

三
崎
（
海
上
）
庄
・
木
内
庄
・
小
見
郷
お

よ
び
、
風
早
庄
を
譲
り
受
け
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
所
領
を
も
と
に
発
展
し
た
武
家
を

「
東
氏
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

ニ
、
東
重
胤
・
胤
行
の
活
躍 

 

つ
ぎ
に
、
胤
頼
の
子
息
と
孫
で
あ
る
重

胤
と
胤
行
の
動
向
を
追
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。 

胤
頼
の
子
で
あ
る
重
胤
が
史
料
上
に
現

れ
る
の
は
、
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
八

月
十
六
日
に
開
か
れ
た
流
鏑
馬
の
場
面
で

す(

『
吾
妻
鏡
』
同
条)

。
彼
も
後
に
父
胤

頼
に
倣
っ
て
上
洛
し
て
い
ま
す(

『
吾
妻

鏡
』
承
元
二
年
〈
一
二
〇
八
〉
閏
四
月
二

十
七
日
条)

。 

こ
の
重
胤
の
代
あ
た
り
か
ら
、
京
都
と

の
関
係
に
加
え
て
、
東
氏
の
も
う
一
つ
の

特
徴
で
あ
る
「
歌
の
家
」
と
し
て
の
動
向

も
見
え
て
き
ま
す
。
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

京
か
ら
戻
っ
た
重
胤
は
、
三
代
将
軍
の

実
朝
に
側
近
と
し
て
仕
え
ま
す
。
あ
る
時

下
総
に
下
向
し
数
ヵ
月
が
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
実
朝
は
和
歌
で
も
っ
て
彼
の
帰

還
を
促
す
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
帰
参
が

遅
れ
、
実
朝
の
怒
り
に
よ
っ
て
蟄
居
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た(

『
吾
妻
鏡
』
建
永

元
年
十
二
月
十
八
日
条)
。 

窮
し
た
重
胤
は
時
の
執
権
北
条
義
時
を

頼
り
、
そ
の
助
言
で
和
歌
を
実
朝
に
送

り
、
事
な
き
を
得
ま
す
。
義
時
に
感
謝
し

た
重
胤
は
、
子
孫
が
長
く
そ
の
下
風
に
立

つ
こ
と
を
約
し
ま
す(

同
二
十
三
日
条)

。 

重
胤
は
和
歌
を
駆
使
し
て
将
軍
実
朝
と

個
人
的
な
関
係
を
結
ぶ
他
に
、
実
質
的
な

最
高
権
力
者
で
あ
っ
た
北
条
氏
に
近
づ
く

こ
と
も
忘
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
重
胤
は

実
朝
が
暗
殺
さ
れ
る
承
久
元
年
（
一
二
一

九
）
一
月
二
十
七
日
ま
で
動
向
が
追
え
ま

す
が
、
そ
の
後
は
不
明
で
す
。
お
そ
ら

く
、
実
朝
の
死
と
共
に
隠
居
し
た
の
で
し

ょ
う
。 

次
に
重
胤
の
次
代
、
胤
行
の
動
向
で

す
。
彼
も
父
同
様
将
軍
側
近
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す(

『
吾
妻
鏡
』
健

保
六
年
〈
一
二
一
八
〉
十
一
月
二
十
七
日

条)

。
そ
し
て
、
承
久
の
乱
の
際
の
活
躍

に
よ
っ
て
美
濃
国
山
田
庄
を
授
か
っ
た
功

績
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
胤
行
の
業
績
で
よ
り
特
徴
的

な
の
は
、
文
化
面
で
の
活
躍
で
す
。
先
行

研
究
に
よ
れ
ば
、
勅
撰
和
歌
集
へ
二
十
二

首
も
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
様
子

は
、
藤
原
定
家
も
知
る
と
こ
ろ
で
し
た

(

『
明
月
記
』
天
福
元
年(

一
二
三
二)

二

月
七
日
条)

。 



 

 

3 

 

胤
行
は
将
軍
の
側
近
と
し
て
多
く
の
文

化
的
行
事
に
参
加
し
、
鎌
倉
の
歌
壇
で

(

あ
る
い
は
下
野
宇
都
宮
を
中
心
と
し
た

歌
壇
で
も
）
歌
を
磨
き
、
そ
の
力
を
つ
け

て
い
っ
た
の
で
は
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 こ

の
「
歌
の
家
」
と
し
て
の
伝
統
は
室

町
期
の
東
常
縁
も
受
け
継
い
で
い
ま
す

し
、
戦
国
期
の
下
総
で
編
纂
さ
れ
た
『
雲

玉
和
歌
集
』
に
代
表
さ
れ
る
千
葉
氏
周
辺

の
文
化
水
準
の
高
さ
に
つ
な
が
る
も
の
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
後
の
東
氏
は
、
胤
行
の
後
を
継
い

だ
泰
行
が
、
鶴
岡
八
幡
宮
放
生
会
の
随
兵

と
な
る
こ
と
を
拒
否
し
て
帰
国
し
た
こ
と

が
、
将
軍
の
命
令
に
背
い
た
と
さ
れ
処
罰

の
対
象
と
な
る
（
（
『
吾
妻
鏡
』
建
長
五

年
〈
一
二
五
三
〉
七
月
十
七
日
、
八
月
二

日
条
）
な
ど
、
雌
伏
の
時
期
が
到
来
し
ま

す
。
一
方
、
同
時
期
に
美
濃
国
山
田
庄
に

移
っ
た
一
流
は
京
都
と
の
関
係
を
維
持
し

て
一
定
の
勢
力
を
保
ち
ま
す
。 

下
総
東
氏
と
美
濃
東
氏
、
ど
ち
ら
が
嫡

流
か
と
い
う
こ
と
は
定
ま
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
時
期
以
降
は
美
濃
の
東
氏
の
方
が
、

社
会
的
な
認
知
度
は
高
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。 

  

三
、
南
北
朝
・
室
町
期
の
東
氏 

 

 

 

南
北
朝
内
乱
が
起
き
る
と
、
東
氏
の
動

向
が
ま
た
活
発
に
な
っ
て
き
ま
す
。
建
武

三
年
に
は
足
利
氏
に
味
方
し
て
戦
う
「
東

中
務
丞
」
（
美
濃
東
氏
の
常
顕
か
）
が
見

え
ま
す
（
「
長
善
寺
文
書
」
）
。 

ま
た
、
下
総
で
は
長
年
に
わ
た
り
金
沢

称
名
寺
と
の
所
領
相
論
が
あ
っ
た
庶
流
の

上
代
東
氏
が
混
乱
に
乗
じ
て
奪
い
返
そ
う

と
す
る
事
件
も
起
き
て
い
ま
す
（
「
金
沢

文
庫
文
書
」
）
。 

室
町
幕
府
の
一
機
関
で
あ
っ
た
鎌
倉
府

の
統
治
下
に
あ
っ
た
下
総
で
は
千
葉
本
家

の
幼
い
当
主
、
満
胤
を
支
え
る
一
族
と
し

て
下
総
東
氏
の
動
向
が
追
え
ま
す
（
「
香

取
大
禰
宜
家
文
書
」
）
。
さ
ら
に
、
東
氏

庶
流
の
海
上
氏
は
鎌
倉
府
の
奉
行
人
に
な

る
な
ど
、
こ
の
時
代
に
も
各
所
で
東
氏
の

活
躍
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

 

四
、
東
常
縁
、
下
向 

 

 

享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
に
鎌
倉
府
の

長
官
で
あ
る
足
利
成
氏
と
そ
の
補
佐
役
＝

関
東
管
領
で
あ
る
上
杉
氏
と
の
争
い
が
勃

発
し
、
そ
れ
が
関
東
一
円
に
広
が
り
ま
し

た
（
享
徳
の
乱
）
。
こ
れ
に
関
連
し
て
起

こ
っ
た
千
葉
氏
の
内
乱
に
よ
り
宗
家
は
滅

亡
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
宗
家
再
興
を

幕
府
（
上
杉
氏
を
援
助
）
か
ら
託
さ
れ
た

の
が
、
東
常
縁
（
一
四
〇
一
～
一
四
八

四
）
で
す
。 

室
町
幕
府
奉
公
衆
で
あ
り
二
条
派
の
歌

人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
下
総
に
下
向
し
た

常
縁
の
陣
に
は
国
分
、
大
須
賀
な
ど
の
一

門
も
味
方
し
、
馬
加
城
付
近
で
の
合
戦
で

は
宗
家
を
滅
ぼ
し
た
馬
加
康
胤
方
の
原
胤

房
に
千
葉
に
敗
走
さ
せ
、
常
縁
は
東
庄
に

入
部
を
果
た
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
（
『
鎌

倉
大
草
紙
』
）
。 

そ
の
翌
年
に
は
馬
加
康
胤
と
上
総
八
幡

で
合
戦
を
行
い
、
敗
死
さ
せ
ま
す
（
『
赤

城
神
社
年
代
記
』
康
正
二
年
〈
一
四
五

六
〉
九
月
二
十
八
日
条
）
。
し
か
し
、
劣

勢
は
挽
回
で
き
ず
、
美
濃
に
帰
還
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
、
に
応
仁
の

乱
の
余
波
で
西
軍
の
美
濃
守
護
代
斎
藤
妙

椿
に
美
濃
山
田
荘
が
奪
わ
れ
る
と
い
う
事

件
が
起
き
ま
し
た
。
常
縁
は
こ
れ
に
対
し

て
妙
椿
に
和
歌
を
送
っ
て
変
換
を
願
い
、

翌
年
美
濃
に
帰
還
し
て
実
現
さ
せ
た
、
と

い
う
逸
話
が
残
っ
て
い
ま
す
（
『
鎌
倉
大

草
紙
』
）
。
ま
た
常
縁
は
帰
還
後
も
関
東

と
一
定
の
関
係
を
保
ち
、
常
縁
の
次
男
常

和
や
甥
の
胤
氏
は
千
葉
宗
家
の
復
権
の
た

め
に
尽
力
し
た
の
で
す
。 

お
わ
り
に 

 
 

以
上
、
や
や
複
雑
な
話
に
な
り
ま

し
た
が
、
京
都
と
の
つ
な
が
り
を
も
ち
、

歌
の
家
と
し
て
栄
え
た
東
氏
の
動
向
を
鎌

倉
か
ら
戦
国
前
期
ま
で
見
通
し
ま
し
た
。

系
図
の
復
元
な
ど
を
は
じ
め
、 

ま
だ
ま
だ
東
氏
の
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
課
題

と
し
、
さ
ら
に
皆
さ
ん
と
共
に
学
ん
で
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 

石
橋 

一
展
先
生 

 

 
 

聴
講
の
皆
さ
ん 
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郡
上
東
氏
の
文
化
遺
産
を 

訪
ね
る
研
修
会
報
告 

 
 

会
員 

江
波
戸
弘
安 

期
日 

令
和
元
年
八
月
六
～
八
日 

参
加
者 

十
九
名 

内
容 

(

郡
上
市
大
和
町
に
て
左
記
の 

施
設
訪
ね
る)

 

金
子
徳
彦
氏 

（
元
大
和
町
職
員
、
初
代
古
今
伝
授
の
里

館
）
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
。 

・
古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

・
東
氏
館
跡
（
ガ
イ
ド
付
見
学
） 

・
篠
脇
城
跡
（
ガ
イ
ド
付
見
学
） 

・
明
建
神
社 

神
事
見
学 

・
薪
能
く
る
す
桜 

観
賞 

(

郡
上
市
八
幡
町
に
て
左
記
施
設 

見
学
、
散
策)

  

・
郡
上
八
幡
城 

・
郡
上
八
幡
博
覧
館
（
ガ
イ
ド
付
見
学
） 

・
宗
祇
水 

 

（
ガ
イ
ド
付
見
学
） 

・
古
い
町
並
み
（
ガ
イ
ド
付
見
学
） 

・
豊
富
な
流
水
を
利
用
し
た
、
住
民 

 

生
活
に
密
着
し
た
水
場 

  

郡
上
東
氏
は
千
葉
介
常
胤
の
第
六 

子
胤
頼
が
鎌
倉
幕
府
の
創
立
に
大
功 

を
立
て
た
事
か
ら
下
総
香
取
郡
東
庄 

三
十
三
郷
及
び
海
上
郡
三
崎
庄
五
十 

五
郷(

香
取
郡
小
見
川
町
、
山
田
町
、 

干
潟
町
、
銚
子
市
、
海
上
町
、
飯
岡 

町
の
一
部
に
及
ぶ
地)

を
拝
領
し
、 

二
代
重
胤
三
代
胤
行
と
伝
領
し
た
。 

「
承
久
の
変
」(

一
二
二
一
年)

の
折 

従
軍
し
た
胤
行
の
戦
功
に
よ
り
美
濃 

国
郡
上
郡
山
田
庄
を
加
領
さ
れ
、 

美
濃
国
郡
上
郡
山
田
庄
へ
胤
行
が 

初
代
美
濃
東
氏
と
し
て
移
る
事 

に
な
っ
た
。
以
来
三
二
〇
年
に
渡
り 

統
治
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
東
氏
は 

朝
廷
や
幕
府
に
仕
え
る
こ
と
多
く 

 
 

歌
壇
に
通
ず
る
環
境
に
あ
っ
た
。 

又
、
藤
原
定
家
の
孫
娘
を
娶
る
な
ど 

東
氏
は
代
々
和
歌
に
秀
で
た
家
系
と 

と
な
っ
て
い
っ
た
。
中
で
も
第
九
代 

当
主
常
縁(

つ
ね
よ
り)
は 

古
今
和
歌
集
の
研
究
第
一
者
と
し
て 

存
在
感
を
示
す
こ
と
に
な
っ
て
ゆ
き 

古
今
伝
授
を
形
式
的
に
確
立
し
、 

求
め
て
弟
子
と
な
っ
た
連
歌
師
宗
祇 

に
伝
授
が
行
わ
れ
以
後
代
々
そ
の 

伝
授
が
確
立
さ
れ
、
受
け
継
が
れ
て 

い
っ
た
。 

 

古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ 

ー
ジ
ア
ム
、 

こ
う
し
た
東
氏
や
古
今
伝
授
に
ち
な 

ん
だ
和
歌
を
テ
ー
マ
に
し
た
博
物
館 

と
し
て
、
古
人
の
活
躍
の
様
子
が 

資
料
と
共
に
整
理
、
展
示
さ
れ
て 

い
た
。 

 

七
日
祭(

な
ぬ
か
び
ま
つ
り)

に 

行
わ
れ
る
明
建
神
社
の
例
大
祭
、 

岐
阜
県
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て 

お
り
中
世
の
田
楽
の
様
式
を
色
濃
く 

残
す
世
襲
制
の
祭
、
鎌
倉
時
代
東
氏 

が
千
葉
か
ら
伝
え
た
と
さ
れ
る
祭
例 

で
、
八
〇
〇
年
近
い
歴
史
が
あ
り 

往
時
の
ま
ま
に
厳
格
に
守
り
伝
え
ら 

れ
て
い
る
。
神
事
が
厳
か
に
続
く
様 

子
に
興
味
深
く
触
れ
た
。
薪
能(

た
き 

ぎ
の
う)

く
る
す
桜
は
、
古
今
伝
授 

の
祖
、
東
常
縁
の
物
語
で
あ
る
、
八 

幡
町
の
村
瀬
家
に
宝
暦
九
年(

一
七
五 

九
年)

に
筆
写
さ
れ
た
「
久
留
春
桜
」 

が
残
さ
れ
て
い
た
も
の
に
能
楽
師
の 

味
方
健
氏
に
能
と
し
て
復
曲
を
依
頼 

し
、
大
和
町
の
青
年
部
を
始
め
全
町 

あ
げ
て
町
お
こ
し
の
能
と
し
て
取
り 

上
げ
昭
和
六
十
三
年
八
月
初
上
演
に 

こ
ぎ
つ
け
た
も
の
で
以
来
三
十
一
回 

の
上
演
と
な
っ
て
い
る
。 

 

も
の
が
た
り
、 

常
縁
が
主
役
と
し
て 

「
白
山
の
僧
が
都
へ
上
る
途
中
、 

妙
見
宮
に
立
ち
寄
り
ま
す
。
そ
こ
で 

古
老
か
ら
こ
の
地
の
い
わ
れ
を
聞
き 

ま
す
、
そ
の
夜
旅
の
僧
の
夢
枕
に
東 

常
縁
が
現
れ
、
和
歌
の
真
を
語
り
古 

の
優
美
な
大
和
舞
を
舞
い
な
が
ら
花 

吹
雪
の
中
に
消
え
て
ゆ
く
ー
」 

 

東
氏
館
跡
、
昭
和
五
十
四
年
大
和
町 

の
篠
脇
城
跡
の
麓
近
く
の
工
事
現
場 

か
ら
偶
然
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、 

池
泉
跡
、
建
物
跡
も
発
見
さ
れ
こ
れ 

か
ら
見
る
庭
園
と
し
て
景
観
は
高
く 

評
価
さ
れ
、
昭
和
五
十
九
年
、
国
の 

名
勝
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
庭
石 

の
補
強
工
事
、
築
地
塀
池
泉
部
の
復 

元
工
事
を
行
い
、
古
今
集
に
詠
ま
れ 

た
植
物
の
植
栽
を
行
い
、
奪
わ
れ
た 

城
を
取
戻
し
た
十
首
の
歌
碑
を
整
備 

す
る
な
ど
現
在
に
至
る
。 

郡
上
八
幡
城
、
東
氏
の
後
を
継
い
だ 

遠
藤
氏
の
居
城(

現
在
の
城
は
昭
和 

八
年
再
建) 

 

郡
上
八
幡
博
覧
館
、
町
の
歴
史
、 

物
産
、
豊
富
な
水
と
生
活
、
郡
上
お 

ど
り
の
説
明(

八
月
は
お
ど
り
の
シ
ー
ズ 

ン
、
実
際
の
郡
上
お
ど
り
見
学
し
、
お
ど
り
に 

参
加
し
た
者
も
あ
り) 

 

宗
祇
水
、
古
今
伝
授
を
受
け
た
宗
祇 

が
逗
留
し
た
草
庵
が
あ
っ
た
処
、 



 

 

5 

 

現
在
、
名
水
百
選
に
選
ば
れ
訪
ね
る 

人
多
し
。 

 

古
い
町
並
み
、
職
人
町
、
鍛
冶
屋 

散
策 

 

豊
富
な
流
水
を
住
民
生
活
に
活
用 

し
た
水
場
の
あ
る(
い
が
わ
小
径)

、 

宗
祇
水
、
古
い
町
並
み
、
を
ガ
イ
ド 

の
説
明
聞
き
な
が
ら
散
策
。 

 

写
真
は
明
建
神
社
神
事
と
薪
能 

 
 

 

 

  

千
葉
氏
の
当
主
は
な
ぜ 

「
千
葉
介
」
な
の
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
員 

山
内
博 

律
令
の
官
職
制
で
は
、
「
介
」
は
国
名

（
上
総
・
下
総
な
ど
）
の
下
に
つ
く
も
の

で
郡
・
荘
・
郷
名
の
下
に
つ
く
も
の
で
は

な
か
っ
た
。 

平
安
中
期
以
降
の
頃
か
ら
、
地
方
の
国

衙
（
国
の
役
所
）
で
は
、
国
司
な
ど
の
高

位
の
官
人
は
在
京
し
て
い
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
て
、
実
際
の
業
務
は
地
方
の
在

庁
官
人
の
中
の
有
力
者
が
「
介
」
な
ど
に

任
じ
ら
れ
て
国
衙
の
運
営
を
行
っ
て
い
た

と
み
ら
れ
る
。 

千
葉
氏
は
国
衙
の
在
庁
官
人
で
あ
り
、

常
胤
の
父
常
重
は
、
大
治
五
（
一
二
一

〇
）
年
に
下
総
権
介
｛
権
介
と
は
定
員
外

の
役
職
｝
で
あ
っ
た
こ
と
が
文
書
に
よ
っ

て
確
認
さ
れ
、
朝
廷
の
除
目
に
よ
る
補
任

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
な
ぜ

千
葉
介
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

当
時
の
国
衝
は
国
司 

の
派
遣
す
る
目

代
の
統
括
の
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
こ
に
郡
司
ク
ラ
ス
の
豪
族
が
在
庁

官
人
と
な
り
国
務
を
分
掌
し
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
豪
族
は
在
京
国
司
の
任
命
で
国
衝

内
の
介
（
あ
る
い
は
権
守
）
に
任
命
さ
た

が
、
朝
廷
補
任
の
除
目
に
よ
る
「
国
名
」

＋
「
介
」
と
区
別
し
て
、
「
自
己
の
本
拠

地
の
地
名
」
＋
「
介
」
を
称
し
た
の
で
あ

ろ
う
。 

「
吾
妻
鏡
」
の
中
に
、
相
模
の
三
浦

介
、
伊
豆
の
狩
野
介
、
周
防
の
大
内
介
な

ど
千
葉
介
同
様
の
「
地
名
」
＋
「
介
」
が

見
出
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
名
プ
ラ
ス

介
は
朝
廷
の
除
目
に
よ
っ
て
補
任
さ
れ
た

痕
跡
な
い
。 

ま
た
「
吾
妻
鏡
」
に
は
朝
廷
の
補
任
の

下
文
を
持
た
な
い
三
人
の
有
力
守
護
が
幕

府
の
奉
公
人
に
次
の
よ
う
に
答
え
た
と
記

し
て
い
る
。 

〇
千
葉
成
胤
：
先
祖
の
千
葉
大
夫
（
常

重
） 

が
元
永
（
一
一
八
〜
二
〇
）
年
以

後
、
当
庄
（
干
葉
庄
）
の
検
非
違
所
だ
っ

た
の
で
、
頼
朝
の
時
常
胤
を
下
総
一
国
の

守
護
職
に
し
た
。 

〇
三
浦
義
村
：
祖
父
義
明
が
天
治
（
一
一

二
四
～
二
六
）
年
以
来
、
相
模
国
雑
事
に

か
か
わ
っ
て
来
た
の
で
、
頼
朝
の
時
、
検

断
の
事
を
沙
汰
す
べ
し
と
義
澄
が
命
ぜ
ら

れ
た
。 

〇
小
山
朝
政
：
先
祖
下
野
少
掾
豊
沢
が
下

野
の
押
領
使
と
し
て
検
断
の
事
を
執
行

し
、
秀
郷
が
天
慶
三
年
（
八
七
九
）
官
符

を
賜
わ
っ
た
後
、
十
三
代
数
百
年
に
わ
た

っ
て
奉
行
し
て
断
絶
な
く
、
頼
朝
の
時
の

建
久
年
中
（
一
一
九
〇
〜
九
九
）
亡
父
政

光
入
道
が
こ
の
職
を
朝
政
に
譲
与
し
た

時
、
安
堵
の
下
文
を
賜
っ
た
。 

い
ず
れ
も
、
「
検
非
違
所
（
使
）
」

「
雑
事
… 

… 

検
断
」
「
押
領
使
」
と
い

っ
た
軍
事
・
警
察
権
に
か
か
わ
る
職
掌

（
検
断
権
） 

が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
証
言
し
て
い
る
。 

た
だ
し
、
三
浦
・
小
山
両
氏
の
場
合

は
、
国
の
検
断
権
で
あ
り
、
千
葉
介
の
場

合
は
「
当
庄
検
非
違
所
」
と
あ
っ
て
千
葉

庄
の
検
非
違
所
で
あ
る
が
、
千
葉
庄
の
検

非
違
所
は
江
戸
湾
（
東
京
湾
）
の
海
上
交

通
を
管
轄
し
、
海
賊
の
取
締
ま
り
を
す
る

重
要
な
拠
点
に
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

「
当
庄
」
で
も
差
支
え
な
い
と
思
え
る
。

千
葉
介
は
、
千
葉
庄
の
庄
官
で
あ
る
と
と

も
に
こ
の
地
に
置
か
れ
た
国
の
出
先
機
関

で
も
あ
る
検
非
違
所
の
役
職
を
担
当
し
た

と
云
え
る
。 

「
千
葉
介
」
は
系
譜
上
、
平
忠
常
の

子
・
常
将
に
由
来
す
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
記
録
上
初
め
て
確
認
で
き
る
の
は
千

葉
常
重
も
し
く
は
千
葉
常
胤
で
あ
り
、
そ

れ
以
降
、
天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
に

千
葉
重
胤
（
あ
る
い
は
千
葉
直
重
）
が
豊

臣
政
権
か
ら
所
領
を
没
収
さ
れ
て
滅
亡
す

る
ま
で
存
続
し
た
。 

 
 

以
上 
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本
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

本
年
度
も
総
会
を
終
わ
っ
て
本
格
的

に
活
動
す
る
時
期
で
御
座
い
ま
す
。

本
年
度
は
広
く
市
民
に
働
き
か
け
る

よ
う
な
講
演
会
も
計
画
さ
れ
て
お
り

ま
す
。 

 

な
お
、
会
員
の
参
加
者
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
千
葉
氏
を
語
る
会
に

参
加
し
て
見
た
い
と
い
う
方
が
お
り

ま
し
た
ら
是
非
一
緒
に
語
っ
て
見
ま

せ
ん
か
多
く
の
方
に
お
声
を
掛
け
て

下
さ
い
。
之
も
お
願
い
致
し
ま
す
。 

◇
年
会
費 

三
千
円 

◇
活
動 

講
演
会
、
勉
強
会
等 

◇
連
絡
先 

事
務
局
長 

日
向 

０
９
０ 

８
３
０
５ 

６
６
０ 

当
会
で
は
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ

ホ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す 

グ
ー
グ
ル
の
検
索
で 

 
 

千
葉
氏
を
語
る
会 

と
、
入
力
あ
る
い
は
音
声
入
力
で 

検
索
す
る
と 

千
葉
氏
を
語
る
会
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー 

ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
そ
こ
を 

ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

  

一
口
メ
モ 

 

三
船
山
合
戦
（
古
戦
場
）
紹
介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
員 

高
野
利
太
郎 

こ
こ
は
昔
房
総
で
は
大
き
な
合
戦
が
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

少
し
話
し
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。
時
は

永
禄
１
０
年
（
１
５
６
７
）
尾
張
の
織
田

信
長
（
３
３
歳
）
か
美
濃
の
齋
藤
龍
興
を

稲
葉
山
に
滅
ぼ
し
、
こ
こ
を
岐
阜
と
改
め

自
身
の
居
城
と
し
た
。
そ
の
年
房
総
で
は

小
田
原
の
北
条
氏
と
安
房
の
里
見
氏
が
、

長
い
間
西
上
総
（
木
更
津
市
、
君
津
市
、

富
津
市
）
の
地
域
の
覇
権
を
争
っ
て
い

た
。
こ
こ
三
船
山
は
房
総
丘
陵
の
一
分
で

あ
り
、
三
つ
船
を
伏
せ
た
よ
う
な
形
を
し

た
標
高
１
８
７
．
７
メ
ー
ト
ル
の
小
高
い

丘
で
、
富
津
市
と
北
の
君
津
市
の
境
界
線

に
位
置
し
、
南
側
は
急
な
崖
に
な
っ
て
お

り
、
第
二
次
国
府
台
合
戦
に
勝
利
を
収
め

た
北
条
氏
は
南
総
の
拠
点
で
里
見
氏
の
居

城
で
あ
る
佐
貫
城
を
狙
っ
て
、
こ
の
三
船

山
に
砦
を
築
い
て
北
条
氏
配
下
の
藤
沢
播

磨
守
や
田
中
美
作
守
等
に
守
備
を
さ
せ

た
。
そ
し
て
、
８
月
２
３
日
、
北
条
氏

政
、
氏
照
父
子
は
三
千
騎
と
言
わ
れ
る
勢

力
で
真
里
谷
（
木
更
津
市
）
方
面
か
ら
三

船
山
に
登
り
陣
所
に
結
集
し
た
。
三
千
騎

と
言
う
が
、
こ
の
小
さ
な
山
の
中
で
は
三

千
の
大
軍
を
結
集
す
る
の
は
物
理
的
に
無

理
で
あ
ろ
う
。 

一
方
里
見
軍
は
勝
浦
の
正
木
大
膳
を
三

船
山
北
側
の
八
幡
山
に
潜
ま
せ
、
父
里
見

義
堯
は
三
船
山
の
南
虚
空
蔵
山
（
富
津
市

障
子
谷
）
に
陣
地
し
、
子
義
弘
は
西
南
八

幡
の
森
（
富
津
市
相
野
谷
）
に
陣
取
り
し

て
、
矢
戦
が
始
ま
る
と
北
条
軍
を
出
来
る

だ
け
引
き
寄
せ
て
か
ら
、
か
ね
て
待
ち
伏

せ
さ
せ
て
お
い
た
正
木
軍
百
騎
に
合
図
し

て
横
か
ら
切
り
込
み
攻
撃
を
さ
せ
た
。
北

条
軍
は
混
乱
し
、
道
に
迷
う
者
、
退
却
す

る
者
が
続
出
し
た
。
八
幡
山
の
北
側
は

「
蓮
沼
」
と
言
う
沼
が
あ
り
、
道
不
案
内

の
北
条
軍
は
、
朝
霧
の
た
め
次
々
と
泥
沼

に
は
ま
り
、
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
て

行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
中
で
武
蔵
国

岩
付
（
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
）
か
ら
、
大

田
氏
資
（
道
灌
の
父
）
５
２
騎
の
兵
を
率

い
て
北
条
軍
に
参
戦
し
て
い
た
が
、
全
員

が
討
ち
死
に
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
里

見
義
堯
は
９
月
８
日
岡
本
城
（
南
房
総
市

富
浦
）
の
実
子
里
見
義
頼
に
「
敵
は
退
散

し
た
の
で
、
我
々
の
満
足
は
、
こ
の
上
も

な
い
も
の
だ
」
と
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て

義
弘
も
又
弟
の
義
頼
に
「
敵
の
退
散
し
た

こ
と
は
再
三
申
す
よ
う
だ
が
大
慶
で
あ

る
。
」
と
喜
び
を
伝
え
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
第
一
次
国
府
台
合
戦
及

び
第
二
次
国
府
台
合
戦
と
二
度
に
亘
り
、

北
条
軍
に
敗
れ
た
里
見
氏
が
三
船
山
合
戦

で
最
期
に
勝
利
し
て
、
房
総
の
地
に
勢
力

を
回
復
下
野
で
あ
り
ま
す
。 

 

以
上 

 

 

  

編
集
後
記 

 

編
集
子 

 

大
変
遅
く
な
り
ま
し
た
が
会
報
第

八
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
年
も
会

員
一
丸
と
な
っ
て
本
会
の
設
立
趣
意

書
に
乗
っ
取
り
、
各
々
の
事
業
を
確

実
、
誠
意
を
込
め
て
推
進
し
、
会
員

の
納
得
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
会
の
運

営
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
か
ご
協
力
戴
き
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。 


